
会　　議　　記　　録

令和5年度

中央区青少年問題協議会

令和 5 年 6 月 19 日 （ 月 ）

午後 2 時 0 分 ～ 午後 3 時 15 分

開催場所 中央区役所　8階大会議室

委 青少年問題協議会会長 1 名

出 員 同協議会委員 46 名

席 名 同協議会幹事 16 名

者 区 側 区長、副区長、委員である部長（5名）

事務局 青少年係長（書記）、青少年係職員

傍聴者数 なし

資料１ 青少年問題協議会委員名簿

資料２ 令和５年度中央区青少年健全育成基本方針（案）

1 開会

2 会長挨拶

3 議事

① 令和５年度中央区青少年健全育成基本方針（案）について

② 令和５年度中央区青少年健全育成推進施策別事業計画（案）及び

令和４年度推進施策別事業実績について

③ 薬物乱用防止運動推進のための実施事項（案）について

4 報告

① 少年事件の概況について

② 少年非行の現状について

5 閉会

審議・検討の経過

1 令和５年度中央区青少年健全育成基本方針（案）について ・・・承認

2 令和５年度中央区青少年健全育成推進施策別事業計画（案）及び ・・・承認

令和４年度推進施策別事業実績について

3 薬物乱用防止運動推進のための実施事項（案）について ・・・承認

審議・検討
の経過及び
結論
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発 言 者 名 発　　言　　内　　容

区 長 （ 会 長 ） 開会の挨拶

区 長 （ 会 長 ） 議事進行

区民部文化・生涯学習課長 令和５年度中央区青少年健全育成基本方針（案）について説明

岩 田 純 治

区 長 （ 会 長 ） 上記の基本方針（案）についての採決（承認）

区民部文化・生涯学習課長 令和５年度青少年健全育成推進施策別事業計画（案）及び

岩 田 純 治 令和４年度推進施策別事業実績について説明

中 央 区 立 常 盤 小 学 校 長 「生活指導の現状と課題」について報告

浮 津 健 史

地 区 委 員 会 「地区委員会の活動」について報告

渡 部 志 乃

＜ 質 疑 等 ＞ 青少年の社会参加活動の促進について

高 橋 委 員

高校生が参加できる機会が限定的ではないかと感じている。中央区における
参加活動を増やすような議論があれば教えていただきたい。また、施設の利
用促進の面でも工夫が必要と感じている。高校生自身がどのような参加機会
を求めているか、高校生の声も聞きながら検討していただきたい。

区民部文化・生涯学習課長

岩 田 純 治

＜ 質 疑 等 ＞ 図書館への本の返却窓口について

河 野 委 員
図書館の利用をより促進するためにの本の返却を児童館や小学校に設置して
いただきたい。

教育委員会事務局次長

生 島 憲

昨年12月から本の森ちゅうおうが開館した中で、同様の意見をいただくこと
もある。返却した本を借りた図書館に戻すという新しいオペレーションの流
れに対しどのように柔軟に対応できるか、費用等を含めた部分で全体の検討
を行い、今後の課題とさせていただきたい。

高校生の社会参加活動の現状として、文化・生涯学習課では少年リーダー養
成研修会を行っている。宿泊研修を始め、異年齢活動を通して将来の地域の
リーダーになっていただくべく、活動をしていく研修である。研修の対象と
しては小学校５年生から中学校３年生の方々となるが、中学校を卒業した
後、今度は高校生のスタッフとして一緒にこの研修会に参加をしていただ
き、今度は教える側、子どもたちを導く側に進んでいただいている。高校卒
業後も大学生のスタッフとしてまたその研修会には参画をしていただき、さ
らには少年リーダー養成研修会ＯＢＯＧの会、通称若葉会という組織も結成
しており、大学生から社会人となった方々も一緒に、中央区のイベントにス
タッフとして参加していただいたり、町会や地区委員会のイベント等にお手
伝いに行くというような、地域に根付いた活動がなされてきている。中学
生、高校生、大学生と、将来的には地域のリーダーとして活躍できるように
考えながら、進めていきたいと考えている。
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＜ 質 疑 等 ＞ プレディプラスについて

箱 守 委 員
プレディをプレディプラスとして、学童クラブでも実施し増やしていくこと
について、場所の問題を含め現実的に難しいのではないか。

福祉保健部長

田 中 智 彦

＜ 質 疑 等 ＞ 学校におけるいじめ問題について

浦 木 委 員
いじめの問題については学校の先生が非常に苦労されているが、私たち地域
住民も協力しながら解決していきたい。

区 長 （ 会 長 ） 上記の事業計画（案）及び事業実績についての採決（承認）

区民部文化・生涯学習課長 薬物乱用防止運動推進のための実施事項（案）についての説明

岩 田 純 治

区 長 （ 会 長 ） 上記の実施事項（案）についての採決（承認）

東 京 家 庭 裁 判 所
主 任 家 庭 裁 判 所 調 査 官 「少年事件の概況」について報告

神 林 桂 子

久松警察署生活安全課少年係長 「少年非行の現状」について報告

高 田 勝 彦

＜ 質 疑 等 ＞ 資料の事前送付について

小 栗 委 員 会議資料を事前に送付してほしい。

区民部文化・生涯学習課長

岩 田 純 治

区 長 （ 会 長 ） 閉会の挨拶

多岐にわたる資料のため、作成にかなりの時間がかかっており、当日にお渡
しするという状況になっている。検討の余地も考えられるが、現状では当日
お渡しさせていただくということでご理解いただきたい。

保育園については待機児童をなくすことができたが、その後の問題として、
近年子どもが増えている中で、学童クラブは定員に対して希望者が増えてい
る。また、プレディの方も活動場所の問題や、活動内容について様々なご要
望をいただいているところがあった。そのような中で、学校のスペースを活
用しながら、学童クラブも合わせて運用していくという方向性を示させてい
ただいたところであり、具体的な実施方法については、現在検討している。
教育委員会及び学校の協力を得ながら、少しでも空いているスペースをお借
りして職員を配置した上で、子どもの安全な居場所を確保していきたい。
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